
 

 

 

A（50 歳女性アルバイト）： 

 

当日（26 日）、いつものように出勤し、空いている部屋から清掃を開始していたら、オ

ーナーの妻がやってきて、「なんだか 102 で怪我をしている人がいるらしく、事件がら

みらしい。犯人もまだそこにいるようだ。今日は休業にするので、うちに帰って欲しい」

と言われ、帰った。犯人がまだいると聞いて、怖かった。更衣室で着替えて出る時に

102 の方を見ると、警察官とオーナーが見えた。帰ろうとする時、パトカーや救急車な

どが数台ついた。大ごとだと思った。 

昼過ぎのニュースで、事件を知った。 

その日は、なんとなく恐かった。いつも働いている職場が、テレビに映るのが変な感じ

だった。犯人は誰だろう、知っている人か、今後ホテルはどうなるのか、色々と考えてし

まった。 

自分が何か関連しているのではないか、警察から聞かれるのではないか、ホテルで働

くことをなんとなく反対している家族や親族から、責められるのではないかという気が

した。 

他のアルバイト仲間ともメールで情報交換をしたが、誰も内容を知らなかった。 

当日、妻からの電話で、再度ホテルに行き事情聴取を受けた。氏名や年齢、住所など

のほか何年務めているかとか、容疑者を知っているかなどを聞かれたが、10 分もかか

らなかった。 

3 日後、営業するというので出て行って、通常の仕事をした。途中、警察が来て現場検

証をやっていった。もう、終わっていたと思ったのでびっくりした。その後、102 を片付

けることになった。嫌だった。オーナーの妻もいたが、自分と B さんでやった。5 時には

帰った。 

事件のことを聞くと、オーナーがあまり話してくれなかった。オーナーが、あまり情報

を出さないのは、オーナー夫婦が犯人と関係があったのではないかと疑っている。「知

っている人ですか」「この部屋だけなんですか」と聞いたら、「そういうことは言わないよ

うにと警察から言われている」と答えた。何か隠しているような変な感じがしたので、

「私たちにも隠すんですね」と言ったら、少し口喧嘩になった。地元でもオーナーを嫌っ

ている人は結構いる。もしかして、個人的恨みで、ホテルを使われた？なぜかイライラす

る。それを家族や皆にぶつけてしまい、申し訳なく、自己嫌悪に陥っている。 

  


